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1,はじめに 

降雪観測を行う手法としては，レーダー観測 1)と地上観測 2)がある．しかし，降雪粒子は落下速度が

小さいため 3)，レーダー観測データについて風による降雪粒子の移流を考慮しない場合，レーダーで上

空に観測された降雪と地上観測点で観測された降雪との間に水平分布の差が生じる 4)．ここで，レーダ

ー観測は，グリッド内降水を観測し，その中で観測された降水量の平均値をその地点の降水量としてい

る．一方地上観測では観測点の降水のみ認識するため，観測点付近に降水がないと観測されない．この

ことから，どちらかで観測点グリッド内の降水を確認しても，他方に地上観測点上に降水がない可能性

がある．本研究はその様子を明らかにする． 

2,研究方法 

本研究では，2018 年 2 月における新潟県内のアメダス観測点のうち，主要な 27 地点を地上観測の対

象とし，気象庁がホームページで公開している各観測地点の気象記録 5)を用いた．レーダーデータは，

気象業務支援センターから提供されたもの(高度約 2000mを基準とした降水強度)を用いた．降水量比較

を行うにあたって，レーダー降水量は 10分毎に連続して 1時間平均した． アメダスデータは，10分間

隔の降水量で，これを 10分毎に連続して 1時間積算した．これら 2つの収集した観測データを，a:両方

降水がある,b:アメダスのみ降水あり,c:レーダーのみ降水あり,d:どちらも降水なしの 4 種類に分類した．

次に，各地点の全収集数に対する(a+b+c)の割合 e，(a+b+c)に対する a，b，c それぞれの割合 f，g，h を

求めた．                  

3,結果 

結果を図 1に示した．長岡

では，アメダスのみ降水があ

る gの割合が大きかった．こ

れは，別の地点で発生した降

雪が水平移動して観測され

たと考えられる．各地点の

(a+b+c)に対するアメダスの

み降水がある比率 g とレー

ダーのみ降水がある比率 h

の和が，アメダスとレーダー

の両方で降水が観測されて

いる比率 fより大きい地点が

23 地点あることが確認でき

た．また，gと hを比較する

と，19地点で，hが大きいこ

とが分かった．つまり，19地

点でレーダーしか降水が観測されていない事例が多いことが読み取れる．これは，降雪に水平分布の差

があったこと以外に起因して違いが生じている可能性があると思われる． 
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図 1 各観測点の f,g,h．縦に割合を示す． 
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